
震度分布は震央に近いほど強く揺
れる同心円状になることが多いが、
この地震の場合、震央から離れたと
ころでも太平洋側の地域ではよく揺
れている（異常震域と呼ばれること
がある）。 
これは、この地震が日本列島の下

に東側から沈みこんでいる海洋プレ
ート（太平洋プレート）の深い場所
で発生した地震であり、海洋プレー
ト内では地震波があまり減衰せずに
伝わるために起こる現象である。 
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今回の地震 

９月４日 鳥島近海の地震 
震央分布図 

（1997年 10月１日～2013年９月４日、 
M≧5.0、深さ０～700km） 
図中の発震機構は CMT解 

2013 年９月４日 09 時 18 分に鳥島近海の深さ

445kmで M6.8の地震（最大震度４）が発生した。こ

の地震は、太平洋プレート内部で発生した地震であ

り、発震機構（CMT 解）は太平洋プレートの傾斜方

向に圧力軸を持つ型である。 
1997年 10月以降の活動を見ると、今回の地震の

震源近傍では、2013年４月 21日に M6.4の地震（最

大震度２）が発生している。また、周辺では、2012
年１月１日に M7.0 の地震が発生し、東北地方の一

部から関東地方にかけて最大震度４を観測してい

る。 
1923年１月以降の活動を見ると、伊豆諸島から小

笠原諸島に至る海域（領域ｃ）の太平洋プレート内

では、M7.0以上の地震が度々発生している。 

震央分布図 
（1923年１月１日～2013年９月４日、 

M≧6.0、深さ 200～700km） 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図（Ｍ≧5.0） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

父島 

領域ａの断面図（Ａ－Ｂ投影、Ｍ≧3.0） 

震源 

(減衰し 
やすい) 

揺れが小さい 揺れが大きい

(減衰しにくい) 

震央 

今回の地震の震度分布図 
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